
分娩間隔 365 380 395 410 425 440

年間⼦⽜⽣産頭数（頭） 20.0 19.2 18.5 17.8 17.2 16.6

販売額（万円） 1,020 980 943 908 876 846

現状との差額（万円） + 174 + 134 + 96 + 62 + 30 + 0

中央家畜市場通信 令和７年９月号

八幡平農業改良普及センター作成

今こそ「分娩間隔の短縮」を⽬指しましょう︕
⽇中は暑い⽇が続きますが、朝晩の気温は徐々に下がり、時折秋らしさを感じられ

るようになりました。今⽉のテーマは「分娩間隔の短縮」です。聞き飽きた⾔葉かも
しれませんが、⽣産資材価格の⾼騰等が続く今こそ、真剣に取り組みませんか。

分娩間隔短縮の効果

⺟⽜が24か⽉齢で初産を迎え、その後10歳(120か⽉齢)になるまで
繁殖供⽤する場合で考えてみましょう。

分娩間隔を短縮すると、いったいどの程度の経済効果があるのでしょうか。
A君

A君の農場の繁殖⽜飼養頭数は20頭、平均分娩間隔は440⽇でしたね。分娩
間隔を短縮すると、年間に⽣まれてくる⼦⽜の頭数（年間⼦⽜⽣産頭数）が
増えていき、年間収⼊の差額は次表のようになります。

24 36 48 60 72 84 96 108 120 ⽣涯分娩頭数

12ヶ⽉(１年１産) ９ 頭

14ヶ⽉ ７ 頭
分娩間隔

⺟⽜の⽉齢

分娩間隔が12ヶ⽉（１年１産）の場合、⽣涯に産む⼦⽜の頭数は９頭です。⼀⽅、
分娩間隔14ヶ⽉では７頭（7.9頭）となり、⽣涯で２頭の差が⽣まれます︕

現状県平均程度県⽬標

A君

飼料などの資材⾼騰が続いているので、分娩間隔を１⽇でも短くして、
収⼊アップを⽬指します︕

分娩間隔を県平均（412⽇）程度まで短縮すると 62万円 増収︕
〃 県⽬標（380⽇）まで短縮すると 134万円 増収︕

⼦⽜１頭あたり販売額はR6年度中央市場平均販売額
（511千円）として試算



空胎⽇数を左右する要素はいくつかありますが、その中でも「早期に発情を発⾒
すること」はとても重要です。発情観察のポイントをおさらいしましょう。

ポイント１ “粘液”と“陰部の変化”を⾒つける︕
・尾や尻に付いた粘液・出⾎はないか︖
・⽜床などに粘液が落ちていないか︖
・陰部の膨らみ・充⾎はないか︖ など

乾いた粘液・出⾎も⾒逃さないように︕
昨⽇まであった陰⽑の汚れがなくなってい
たら発情粘液が出た印かも︖

発情観察は早朝と就寝前を特に重点的に⾏う︕ポイント２
⽜の発情兆候の６〜７割は夜〜早朝にかけて⾒られるため、
この時間帯の観察を重点的に⾏うことが有効です。
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6：00〜12：00
12：00〜18：00
18：00〜深夜
深夜〜6：00 授精が必要な⽜だけでも早朝や就寝前に観察を⾏いま

しょう︕このほか、観察記録をつけること、発情が来
るような栄養管理も忘れずに︕

時間帯別の発情兆候を⽰す⽜の割合（％）
出展︓(⼀社)⽇本家畜⼈⼯授精師協会

分娩間隔は「空胎⽇数」と「妊娠期間」を
合わせた期間です。妊娠期間は⼀定であるた
め、「空胎⽇数をいかに短縮できるか」にか
かっています。

⿊⽑和種の場合
約285⽇分娩 ⼈⼯授精・受胎 分娩

空胎⽇数 妊娠期間
ここは変えられない（⼀定）ここをいかに短縮するか

分娩間隔

分娩間隔短縮のカギ「発情発⾒」

18︓00〜翌6︓00が68％


